
The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

Natural　Medicines　50（4），L84288 （1996）

北海道産木香の 調製法 と化 学的品質評価

姉 帯 正 樹
＊ ，”，兼 俊 明 ．k−　”，林 　 隆 　 ＋

．．．t

青　柳　光　敏 a
， 飯　　田　　 修

b

， 畠　山　好　雄
b

a
北海 道立 衛 生研 究所，円調立 衛生 試験 所

．
北海 道薬 用 植 物 栽培試験 場

Preparation 　and 　Chemieal 　Evaluation 　of 　Saussureae　Radix　Produced　in　Hokkaido

M へs八KI　ANETA ［，
＊・a

　AKIo　K ，xN　m
’
og，　i−ii，

a
　TAKAAKI 　HAYAslH，α MITsu「110sHI　AoYAGI，

a

　　　　　　　　　　 OsAMu　IIDAb　 and 　YoslHo　HATAKEYAMA ”

　 呀 ん盈 σ詔θ lns励 ttE／ 硬 1’
ubgic 〃eaUh ，　Kita−19，　tVishi・／2，　Kittt−A’tt，　SttpPoro θc，o，ノ砂 襯

’．rわん舷 ガ面 脚 召7納 粥 魏’Skltio”．　fol・Wedicinttl　1丿lttnLs，　N ごltio；tat 加 S魏 襯 Of”f／a”h　・Scic，nces ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　108 θ加 sんガ，N の ノOl

’
o θ96 ．JaPan

（Received　February　26，1996）

　ln　卜lc，kkaido，　ou 亡d（冫⊂，r　dr｝
「ing　of 　しhe　I

−
oot 　of 　Saussitf’cta　lappti　harvested　in　autumll 　t（p　prepare

Saussureae　Radix　is　not 　easy 　because 〔，f　the　subsequent 　sllow 　scason ．　Tllerefore，　we 　exaHljIled 　the

effc 〔：しs 〔｝f（，thcr　drying　methQds 　such 　as 　lengthwise　reot 　splittir ユg　for　easier 　dryiIlg，　hot −alr　drying　arld
（じthers、　or　the　harvestiIlg　in　spring 〔m 　the　amounts 　of　d｛lute　cthan 〔｝【−so ［uble 　extract ，　essential　ons
（costunulide 　 and 　dehydroa）stus ］actone ｝　an 〔1　 su 募ars 　（fructose　 and 　gluco ：　e）　and 　the　quality 〔｝f　the

product，　Saussureae　Radix．　 Saussurcae　Radix　of 　market 　value 　was 　obtained く）nly 　 when 　the　ro 〔エls
werc 　outcloc ）r　dried　forけb〔｝ut 〔，11e 　monfh ，during　which 　peri 〔）d，　inulin　in　the　roots 　sh 〔，uld 　be　hydrolized
enzymatically 　t〔〕 prodLice　fruct〔〕se 　and 　a　srllall　 amount 　 c，f　glucose ．　Consequently　the　drying　of 　the

r〔｝ots 　became ［丁Lore 　difTlcult　but　the 　quality　sccmcd 　to　be　improved．　Lengthwise　sph しting　t，f　tlle　r ぐ，〔，ts
or　hot．air 　drying　right 　afterharvestirlg 　shortened 　the　drying　period，　buしthese 　treatrnents　a ！sI，　reduced

thc　di［ute 　eth 乏ulo ［−s〔》luble　oxtract 　contents 　and 　the　sugar 　col 〕ten吐sand 　acc （，rdingly 　Lhe　qualiLy　ef　thc

produ 【
・t．　 The　sprillg 　chmate 〔》f　Hokkaido 　is　ra 出 er　dry．　 Therefore，　we 　c（msider 　that　in　II｛）kkaid〔〕，

outdoordrying 　for　abo しlt　onc 　mQnth ，α
』
combinati （）n　of （丿utdoor 　drying　alld 　subsequellt 　hot．air （bel〔，w

50℃ ）　〔lrying　of 　the　roots 　of 　S．　lappa　llarvested　in　spring 　nlay 　be　t．he　besi　procedurc −／ for　the　prepara −

tiOTI　 c）f　Saussureae　Radix，
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　 木 香 は Sttors’
sure α laP／）tt　CLARKI‘ （キ ク科 ）の 根 を乾 燥 し

た もの で，芳 香性 健 胃 薬，薫 香料 の 原 料 な どに 使 用 され る

は か，女伸敏 な どの 漢 方薬 に も配 合 され て い る．現 在 わ が

国で の 生産 は な く，中国雲南省，四 川 省，イ ン ドな どの 栽

培 品 を 年 20 トン 程 度輸 入 して い る η．愉 入 品 の 化学的 晶

質に つ い て は 既 に 報告 した
2，．

　S．la／）／）a は イ ン ド北部の 高地 に 自生 す るが，絶 滅 の 恐 れ

が あ る 植物 と して ワ シ ン トン 条約 の 適 用 を受 け る た め，国

内 で の 木 香 生 産か 急 務 と な っ て い る．

　こ の ．よ うな 状 況 の 下 ， 国立 衛 ノヒ試 験 所北海道薬用 植物栽

培 試 験 場 で は ソ 連 （当rt寺）か ら種 f・を導 人 し，栽培法 を検

討 し た 結 果 ， 栽 培 お よ び 採 種 に 成功 し，国内に お い て も

S．laPPa の 供給が 冂r能 と な っ た
1〕．北海道 の 寒冷 な 気候 は

栽培
．
に 適 L て い る と 考え られ て い る．

　 同 試 験 場圃場 （名寄市） で il式作 し た と こ ろ 生 育は 良 好 で，

2 年 目の 秋に は 収穫可能 と 考 え ら れ た．中国 で は 10月 か

ら翌 1 月 に か け て 収 穫 し il
．
「しす る と い う

1・’＃・5，が，こ の

時期 北 海 道 で は 積 雪 が あ O ，地 面 も凍 結 す る た め，そ の 後

の 作 業 を考 え る と収 穫 は 10月 末 頃 が 隈 度 とな る．ま た，

秋 は
一

般 に 天候 が 不順 で，渥外 で 半月ほ ど 臼然乾燥 で きた

と して も十分 で は なく，積雪前に 屋内に 取 り込 み 乾燥を継

続す る 必要 が あ っ た ．乾 燥 を短 期間 で 済 ませ る 方法 と して，

根の 縦分割，強制乾燥，春掘 な どが 考 え られ た．

　そ こ で 今 圓 著 者 らは ， 木 醇 の 調 製 法 に 関す る 慕礎 的 デ

ー
タ を得 る こ と を 目的 と して，秋掘 お よび 春掘根 に つ い

て 縦 分 割，自然乾 燥，湍．風 乾燥 な ど を行 い ，各 々 の 乾燥根

に つ い て ，前 報
2）

と 同様 に 希 エ タ ノ …ル エ キ ス ，精 油

（costunolide ，　 dehydr｛，costug ．　］actone ）お よ び 単糖 （果 糖 ，

ブ ドウ糖） を定 量 し，主 と し て 化 学 的 な 面か ら品質 を 評｛西

した．

実験材料 お よ び 方法

1．．秋 掘 試料 （A 〜C）の 調製法

E記試験場圃場で 栽培 L た 直播 3年 生 根 を 1992年 1｛｝月
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22 日 に 掘 ．1二げ，十 の 付 若 し た ま ま 5tn ：放 置 し た．水洗

後，側根 （1株 か ら 5，6本得 ら れ る ） を 長 さ 1〔｝cm 手 度

に慎 切 し， 試 験 に 供 した．A − C の 各処 理 区に それ．そ れ 1（1

株 を倶 した．

　 A ：尾 外 で 自 然 乾 燥 （10 月 27H 〜1／1．j19 日 ）後，無

加 iLyハ ウ ス （屋根 は プ ラ ス チック，月囲は レ F ビ ニ
ー

ル で

’i’K 兩 は 入 らな い ．．義温 は 外 と 同 じ）内 で 1／1然乾 燥 （11fl

1911 ・一一1993　4il 月 29 日），弓
』
｝．：，温 護 内 （4〔｝℃ 以 上 50℃

以
一
の て 屹 燥 （1 月 29H − 4 月 5 日）し た．

　B　：f　外 で
』H 然 IL 燥 　　：10月　27　「…〜1ユ　月　19．　1｛）　彳麦，　無

加 』 ハ ウ ス 内 で Fi然 乾 燥 （11　H　19　U 〜12月 1 日 ），史に，

5（1℃ の 温 風 を
‘
フ4　n．j 間 当 て

， 強 制乾 燥 した ．

　 C ：縦 に一二分 1i後，　 A と同様 に 乾燥 した．

　 2．春 掘 試 料 （D 〜1）の 調 製 法

　 山播 3 年 生根 を 1993年 5 月 14 凵 に 掘．Lげ，水洗 後，側

根を k さ 1｛｝CIn 率下 度 に 横切 し，武験 に 供 した ．1）〜1 の 各

処 理 区に それ ぞ れ 1〔〕株を供 し た．

　D ：無加 温 ハ ウ ス 内 で 自然 吃煉 （5 月 14 冂〜6 月 24 ［D

した．

　E 無 加 温 ハ ウ ス 内 で 臼 然 転 燥 tJ 月 珂
〜26 目） 後，

50 （ の 1 風 を 72 卩澗 当
．
て，強 制 乾 燥 した，

　 F ：水 に 浸 責 （5 月 14−・−17H ） 後，無 加 1皿 ハ ウ ス 内で 自

然 乾 燥 （5 月 17 日
．一・6Jl　241．1） し，そ の 後，

　 E と同杁 に

強制 早乙燥 した．

　 G ：縦 に r ．分 害［1彳幺 ，D と同様 に 自然乾燥した．

　 H ：縦 に ：i　」，割後．E と同怺 に 乾燥 した．

　 1 ：縦 に 二 分 割 後，F と 同様 に 水に 浸漬 し て か ら，乾燥

した．

　 3，春掘試料 （J〜M ）の 調 製法

　 直播 7 年 生 左艮 〔1株）を 199．　5 年 5 月 121ヨに 掘 」：げ，水

洗後，lh：ちに 株か ら．・次 側 根 お よ び．
．．一
汰 側 根 を外 し，　 L お

よ び M に つ い て は 10〜15分 以 内 に加 熱処 理 を 開始 した．

各々 34 の 側 根 を試 験 に 供 し，fiヒリは しなり興合 で 判断

し た．

　 ．］ ：h 外で 6 月 9 目迄陰干 i．、した ．

　 K ： 1 室内 （30℃ 以 il40℃ 以 下）で 5 月 18 日池 日 1』し

し た．

　 L ：70℃ の 湯 に 2C〕分 間 浸 漬 で妾， 屋 外 で 5Jl ］8 目、忌陰 ト

し した．

　 M ：70℃ の 1 瓜 を 72 時門
ll
て ，強 制乾 燥 し た，

　 4． 分 析用 試料の 調製

　 各試昌を 〃 定 バ サ ミで 適 当な 大 き さ に 切 っ た 後，起 上衣 心

粉 lmek で 48 メ ッ シ コ ．以 下 の 大 き さ に 粉 砕 し，分 析 用 試 料

と し た．試 料 A は ］O株 を 別 々 に ，試 料 B 〜M は 各処 珥、

区 毋 に ま とめ て 粉 砕 した．

　5． HPLC に よ る costunolide お よ び dehydrocostus・

　　 1actone の 定 量

　前H〈
2）

に 従 っ た．⊥11亅ち，分析用　
。Jt 料 1，0g を精秤 し，50

m1 の ネノ 栓付亡 沈 僧
齟
に 入 れ，エ チ ル エ

ー一テ ル 50　ml
・
ec加

え た 後，30分 間 赴 降波 処 理 した．遠 心 分 離 （3，（｝00rpm ，

1．0分 間） 後，」 清も 1式験 溶 液 と した．

　 IIPLC の 条件 ： 麦 置 ； 日立 655型 高述液体 ク ロ マ トグ

ラ フ ．カ ラ ム ；TSKgel 　ODS −8 TM （4．6φ× 250　mm ）．

移 動 相 ；メ タ ノ
ー一一

ル ．・水 混 液 （3 ：1）．槻 速 ；1．Oml ／分．

カ ラ ム 1 度 ；4（［℃，検 lll 波長 ；215nm ．注入 量 ；5 μ 1．

　 6． HPLC に よ る 果 糖 お よ び ブ ドウ 糖 の 定量

　前報
21

に 従 っ た．即 ち，分 析 用 試 料 5001ng を 精 秤 し，

10　 nn ］ク）ネ ジ 栓イ・」
』
遠沈管 に 入 れ，水 5．〔｝ml を加 え た 後，

20 分円振 と う抽出 した．遠 心 ノ灘 （3，000rpm ，10分 間 ）

後， ヒ清 の
一部 を rL　45 μm の フ ィ ル ターを用 い て ろ過 し，

ろ 液を試験 溶 液 と した．

　 IIPLC の 条件 ：装 首 ；Ll立 L−6200コ j
」速液体 ク m マ ト

グ ラ フ ．カ ラ ム ；Develosi1 八 H2 −5 （4，6φ× 25C｝　mm ）．

移 動 相 ；ア セ トニ トリ ル ・水 ｝1し液 （7 ：3）．流 速 ；1．｛｝ml ／

）
‘，カ ラム 温度 ；37℃．検出器 ；丁 ぎ屈折 、，［

− 1エ ル マ 杜，

ERC −7522，1．ま入 E ； 10μ 1，

　 7．精 油 含 量

　 試料 A お よび C を薄切 りに した 後，ブ レ ン ダー
で 粗 く

粘 砕 L．た．枌砕 、武朴 ／00．Og をJllい ，第 1’二改
’
i
．
E日 本 恥局

方の 1薬試験法
・
粕油定景法 に 準 じて 精油含量を算 ｛，した．

各々 の 値 を 2 で 割 り，50．Og 当 りの 含 量 に換算 した．

結果 お よ び 考察

　L 　精油 成分 お よび 単 糖 の 定量結果

　先す，1式料 の 個体差 を知 る t め ， 式料 A の 各々 に つ い て

costunohde お よ ひ dehydrocostuslactone を定量 し た と こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lt

ノ ，
 F均値 ± ↓、t準偏 差 （3FlO ） は 1．28 ±0 ，28％ 才3 よ び

0．89 」−0，17％で あ・．
丿 た．ま た，果 糖 で 亅3．8± 2．6％，ブ ド

ウ糖 で 2，9± 0．4％，机 合 計で 16．7士 2．7％ の 値 が得 られ，

各個 体間 の 含 m−f は 小 さ い と判 断 した ．

　従 っ て，試 料 L 以 下 に つ い て は．各処 理 区毎 に ま とめ て

定 至 し，周製 決 と共 に TARLE 　i に 示 した．

　北海道産木香は そ の 調製法，収穫時期の 達 い に か か わ ら

ず，c 〔｝stullolide お よび dehydrocostuslactoneの 登 歌差 は

小 さ く，そ れ らの 合註含 鼻 は 輸 人 占卩

i ）
と 大 差 な か っ た．愉

入 品 で は costunolide 含 ti：が dehydr〔｝costuslactone 資 虫

を下 1in］一．た 丿 力，道 屋 1
」

1占で は1アに 上 回 っ た．

　
一

ノJ， 糖 含量 昧 糖 お よ び ブ ドウ 糖 の 合計値） は調製法

に よ り差 力 蒔 め られ た の で ，以 ドに 詳 述 す る．

　2．希 エ タ ノール エ キス 含量 と性状

　希 エ タ ノ
・一

ル エ キ ス 會承 は 最 高値 37．7％，最低 ご も

18．4％ の f泊力 什 ら れ ，全 て の vp が 局方値 17．0％ を ．．ヒ回

〔285）
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T へBl、b：1，Pr−epa ！
−
ati〔）n　Meth 〔♪ds　fし）r　th⊂　［ミoot 〔，f　Satt　ut

’
（　tl　！aPPa 　Culti＞ated 　in　Hekkaid （，　and 　Analytical　Results　of

Saus しぼ eae 　Ra 〔】ix

Sample

Preparation　 method

Soaking　　　　Drying
　 　 　 　 ラ

in　w
・
）t　r 　　　　outdo 〔｝rs

　 　 　 　 　 23days

　 　　　　 23days

　 　 　 　 　 23days

Essent ］u ［oiI

Dryillg　　　 　ナ
in（10 ）rsl37

　da ｝s12days

　　　　24　h
l37　days

Ilo〔．air 　　　　　Cos　　　 I）eC
！ OO 　　　〔％）　　 〔％ ！

　 　 　 　 DIIute　 ethano レ
Sugar‡：｛
　 　 　 　 SI｝IUb］e 　extract
　（％ ）
　　　　　　 （％ ）

ABCDEF

．
GHi

二v・laruboshi＊1

　 　 〃

、Variboshi＊2

［．28　　　〔，．89
1，40　　　1．22
1．24　　　1．〔｝〔｝

X4aruboshi
　 　 〃

　 　 厂’

waribf）shi

　 　 ’．厂
　 　 厂’

4／davs12days38days41day

巳

ユ2da ｝
「
s38

　day

hhリド｝
27
［
ず

16．715
，273

3da ｝s

3davs
hhソ】

2

ワ
’

7

1，56　　　1．27
1．37 　 　 1．13
1．22　　　｛｝．85
1．ll　　 O97
！．10　　　〔，．98
1．38　　　1．38

24832

「
∂

2510

∩
70

1111

　

　

1

36．137
，718
．425

．427
．827
．12

ユ，520
、222
、2

S．iipPtl　 culti ＞ated 　 ill　Nayol 〔｝ f〔，r　three 　ye とtrs 　 w し re　harvested 　in （
．
）Gtober 　22，　 199．2 〔samples 　A 　C ｝ and 　 May ユ4，1993

〔samples 　D　 I）．
＊1 厂Fbe 【at （ral　r

−
〔♪ots 舐 ere 　cu 亡 inLo　suitable 　sized 　sticks 　and 　were 　subjected 　to　drying，

i2The
　late「al　ro ⊂〕ts　were 　splitted 　lengthways　int〔〕 two 　pieces　then　cut 　to　suitable 　size　bef〔〕re　drying ．

＊sTotal
　 am 〔冫unts ‘エf 〔ruc しose 　and 　giしlcose ．

Cos ： costulldide ，　DeC ：dehydrfエco ＄tug．　lactone、

っ た．輸 入 llll汐 と 同 じ く，布 ユ タ ノ
ー一．．

ル エ キ ス t｛ ，：の 高い

贐 1．は 粐 ぐ　も1：
’i〈，透に 低い

、1式料 て は 糖 含量もf氏い 傾向

に あ一た ，そ こ で
』
，希 エ タ ノ

ー
ル エ キ ス 含量 と糖合 巨間の

イ・1「獣1係 数 を 求 め た と こ ろ，F 　O ．913 帥＝9｝ と 1．，1い 値 を

示 した．

　希 エ タ ノ ール エ キ ス 含 量 の 多い 試 料 は 折 りに く く，切 口

に は 油 气が あ り，粉 砕 は容 易で は なか っ た．しか し，少 な

い 試 料 の 内ilSは 亢実 して い な い ヒに脆 く， 粉 砕 も極 め て簡

単で あ っ た ．こ の 傾 向は 輸人 品
2〕

と同
．一

で あ っ た．

　 な お ，国内 rl」場 に お い て は ，油 式 に 宍み 香 りの 強 い 本雫

の 方が ，油 メ切 ♪な く内部 に 1．隙が あ り香 りの 弱 い もの よ

り も好 まれ る とい う
f’｝．ま た，中国 云 南省の 商品規格 は ，

乳 岻 ノ良 く，杁 朱力 均
．
で，

’

‘功 堅 く，味 と 香 りが 濃 く，

油 气 が あ り，砧 れ i ， 質．洞 力 ∫ 〈，外皮 が 灰 血 色の もの を

良品 と して い る
？〕．

　 3．丸干 し と割干 し

　
一一一t色 は 19169t （大 止 5 ＃i）に E梓 し ノー著 淋

5）の llr で ，

［…太 い もの は 縦に ：條 3Lは 四 條 に 切   し，…」 と止 べ て お

り，第 十 二 ・X
’
　1［

’
　11　4 ：薬 月方 で も約 丿｝割 さ れ た 木香の こ儿 通を

示 し て い る．ま た，縦 分 削 に よ り乾 燥 が よ り簡
L
｝
’
に な る こ

とか r 想 さ れ る．そ こ で ， 縦 丿〉割 の 調 製過 存 お よ び成 分 含

量に 及 ぼ す 堵 1目こ つ い て検討 を 加 え た ．以 ド，側根 を 迫当

な 長 ぐ に 他 切 後，　 ！噪 す る JfU、を
“
丸 十 し

”
，側 根 を縦 に

二 分割後，市繰 す る 方法を
“
，，II「し

”
と した．

　 胡十 しは 軋燥卩、ゴ問 が 丸
．
トしよ り知縮 さ れ た もの の，這中

で カ ビ ガ 発生 し た り，縞 い 側根 で は 分割竹業 に 手閲 が か か

る な ど，夷用 的 な方法で は なか っ た ．また，TABLE　Iか ら

明 ら か な よ うに ，希エ タ ノー
ル
・
」一キ ス 含 昂 劇 よ ぴ 擠 で

〜
車二に

お い て 丸 干 しよ り劣 る蜘 Illカ 、，墨め られ た ため，側 根 で は 丸

1：

しが 適 当 と ぢえ ’ れ た ．

　 4． 自然 乾 燥 と温 風 に よ る 強 制 乾 燥

　 白然乾燥 の 期問 ノ・短緬 1
一
るた め ，｝且」虱に よ る 強 制乾 燥 の

可能
’1ゾ巨’

つ い て も検 討 した．

　 ［，二外．また は 屋 内で 自然乾燥後，温 瓜 （50℃ 1 乾燥 し た 試

料 （B，E，　 H 〕と，白然乾燥 を／i，げ た 試料 CA，　 D，　 G）を

比 較 した と こ ろ，今回 L 叔 した 成分 に 関す る 限 り差 は 認め

られ な か った．通 丿愈 度 に つ い て は 検 ｝寸ナ・加 え て い な い が ，
一一

冗 期 間 自 然 乾 燥 し た も の に つ い て，仕 Eげ の 意 味 で

50℃ 以
．
ドで 乾燥 す る 眼 り変質 は な い も の と考 え られ る．

しか し，低沸点化合物 に つ い て は拍 失 が ノ
．
え られ る た め ，

粟 に 検 。
・］が 必要 で あろ う．

　 5．水浸漬の 影響

　 中国で は yj 此仮 ，直 ち に 田 しす る と い う
41

．．一
方，一．一

色は 1Ei．しす る 前 に 「水に 浸す の は．夏な らば k 六 時間，

冬 な らは
一

夜 の 後 ， と り出 し能 く水 分 を た ら し，…」 と L：

へ ごい る
「’1

が ，そ の j1 由 を明 らか に して い な い ．そ こ で ，

水 滅 tの 　響 を知 る た め ，自然 牝 燥 し た 試料 （D ，
G ） と

，

水 に 3rJ 問技｛責後，白然 叱 燥 した 武料 （F，1） と を比転

しノ．今 国定量 した 成 かに 関す る限 り，差 は 認 め られ な か

っ た ．

　 6．収 穫 時 期

　先 の 試 験 で は 春掘 占占は 秋払1晶 よ り c 〔〕9．　tunolide 　i∫ よ び

dehydroc 〔〕stuslactone 含 L：が 高 く，ま た ，根 の 生育 ヒの

聞遉，農作業 の 容易 さ な ど の 観 点 か ら も，収樺時期 は 3 年

囗の 春の 萌オ 前が 適 リ」と した
”）．しか し，今図 の 試料 で は

収 ／− 　HJ　HHの i，t い に よ る　tr［i）　k ｝の 含 里 后 は HJlif で は な く，成

分 窘 　 か ら適 明 を判 隙 ぐ きな か っ た．ノ1ゴ」 年数，部 位 等 の

違 い もあ り， 今 後 の 試 験 に 委 ね た い ．

　北海 迫 の 秋 は
一

般 に 天似 が 不順 で扣
印

も
111．い た め，秋掘

品 の 1 蹶 は 宰 内が 主体 と な ら ざ る を得 ず，ノ湖 の 根 を扱 う
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に は そ れ な りの 設 備 を必 要 とす る．　 ワァ，北海 道の 呑 か  

初 夏に か け て の 大候 は安 定 して お り，湿 度 も低い こ とな ど

を考慮す る と，収 穫時期 と して は春 が 適当 と考 え られ る．

　7．精 油 含 量

　現行の H 本薬b 方で は 視定 さ れ て い な い が，参考の た め

最 も糖 詮 41 が 多 く油 式 に 冨 む 試料 A お よ び 最 も糖 含 重 が

少 な く内部 が 充実 して い ない 試料 C の 精油 含量を求 め た

と こ ろ，0．16ml150 　g お よ び 0．15　inl 〆［）O　g の 値 が 得 られ，

差 は 認 め ら れ な か っ た．ま た，精 1由戊 分 の う ち今 回定 r ：し

た costunolide お よ び dehydrocostuslact｛〕ne
／
｝ 亘 も， 試

料 A お よ び C 問 で 差 は r］忍め られ なか っ た．

　 こ れ ら の こ と よ り，木香の 油 ltは ￥R 油 成分 の 多少 よ りむ

しろ糖 分 の 多 ♪に 左右 され る と考え ら れ た．こ の こ とは 輸

入 品 の   質比較 か ら も推察 さ れ て い た
2〕．

　8．酵紫 の 失 活 に よ る 品 質 の 低 下

　S．laPPaは キ ク科植物 で ある た め そ の 根 は デ ン プ ン で は

な く，イヌ リン を貯蔵 して い る
4｝．イ ヌ リン は 加水分解酵

素に よ り木 糖 と 少 k の ブ ドウ 糖 に 分解 さ れ る こ と は よ く六［1

られ て い る．

　找々 は 上記の 結果 より， 1乞燥中に 酵素が 作川 し，その 結

果粐 含量が 増加 して 乾燥 は 困難 に な る もの の ，品質 は 向 ！t

す る と 考えた ．そこ で 確 認の た め ，春掘根 を収穫後直 ちに

酵素が 夫活す る と考えられ る条件 （温 風 〒乞燥 あ る い は i。、．吻

浸 漬）に 供 し，自 然 乾 燥 品 と 比 較 した．糸 果 を TABLE　H

に 示 し た．

　温 風 乾 炊 〔70℃ ， 72時間 ） した 弋料 M は 脆 くて 折 れ や

す く，折 m の 油 気 は乏 しい ヒに 内 L，Bの 空 隙 ガ 多 く元 k し て

い な か っ た ．温 湯 浸 漬 （70℃ ，
20分 間）後，屋外 で 陰 1・

しした とこ ろ 61］問 で仕上 っ た 試 料 L ，1 史内で 日干 しし

た と こ ろ 同 じ く61．1間 で 仕．ヒが っ た 試 料 K も湍 灰い乙燥 品

M と 同 様の 傾 向 に あ っ た．

　
・
方，膝 外 で 約 1 か 月 間 か け て 陰 トし した。式料 Jは 油 気

に 冨 み，内 rl匹は 比 較 的 充実 して お り，粉 街 も 困難 で あ ・
） た．

臼然 乾 燥 品 Jは 短 期 間 仕 llげ 品 K ，　 L お よ び M よ り性 状

の み な らず ， 希エ タ ノ…ル ェ キ ス 斧．wo ， 糖 含量 お よ び 乾 燥

歩留 りで 勝 っ て い た．

　こ れ らの こ と よ り，油 気 に 富み 内 部 の 充 実 した 良 質 の 木

香 を 得 るた め に は 収 穫 直 後 の 加 熱 や 急 速 な 軋 煉 を避 ♂，1

か 彫 度の 時間 をか け て ゆ ．
っ く り と 乾 燥 しな け れ ば な らな

い こ と力卦凋 らカtこ な っ た．

　9． 北 海道 に お け る 木香の 調製

　酵 素 が 作用 す る た め に は 迪 度 の 外气 温．と 湿 度 が 必 要 で あ

る が，北tbJ道
’
．こ の 条件 を満 た す の は 秋か C 初冬に か け て

よ りもむ し 7 春 か ら 初 夏 に か け て で あ る．そ こ で，現 段 階

で は 2 年 ノ1根 を 3 雫 凵の 春に 掘 hげ，水 洗，適 当 な長 さ に

横 切 し， 3週 間 か ら 1か 月 間 自然 乾燥 後，肱 燥が 不 卜分 で

あれ ば 温風 （5〔｝℃ 以
．
ド）で 仕一ヒiデ，磨 きを か け て か ら出 何

す る方 法 を．暑 え て い る．

　 ア呑料 と し て用 い られ る 木香は そ の 特 異 な ノ 香が 品質を

ノ右す る大 き な み因の
・
つ で あ り，市昜 で もそ の 強 助 が 聞

題 とな る．香気成分 に つ い て は 未 だ 検 。寸して お らず，今 後

は 舳 質 II「価 の 力策 を講 じた い ．

　 また ，木 香輸 入 品 は 主根を調製加
．
T．した もの で あ り，本

来は 太 い 主 根 を瑁 い て 検。†すべ きで あ る．しか し，今 側 試

験 に 供 した 3f「生 の 千杜 よ太さが イ揃 い な上 に，木質化 し，
一．一・
部 に 空洞を ヒじる な ど調製法 の 検討に は 不向きで あ っ た

た め ，あ る朽 度均
．一な 太 さ で しか も多数得 ら れ る 側根 を使

用 した ．今後は 2 年ナ 1根 を用 い ，今IIII得られ た 基燈的デ

・一タ を基 に，市ち 性 の あ る木 香 の 北 海 道 に 適 した 調 製法 の

確 工 を 目指 した い ．

ま　 　 と　 　 め

　木香 の ！k原植物 で あ る S．妙 ヵα の 根 を 中国 の よ うに 秋

に 掘 ．Lけ，自然乾燥す る 方法 は 降丐
『
の あ る北海 道 で 工漣 切

で な く，北海道の 気蓼条件を加味した 独自の 調裂法が 磁安

とな っ た．そ こ で，根 の 維 ．分 割，温 風乾燥，春掘 な ど の

成分 含 駐 と性 状 に 及 ば す 影 響 を検 、，fし た．

　 そ の 彳 未 ， 油 メ（に 富 み 内 部 グ）充集 し た木 香を得 る ため に

は，ゆ っ く 1）と十 分 な 肝 間 tt か け て 自然 記 燥 す る必 要 の あ

る こ とが 明 S か に な っ た ．こ の 間 に イ ヌ リン が 酵 素に よ り

分 解 さ れ て単糖類 が 増加 し，乾燥 は 困 難 に な る もの の
， 高

い 一L キ ス 含 v を示 す ように なる こ と カ 1 唆 さ れ た ．

TABLE 【1．Preparation　Methods 　for　the　R 〔，ot 　of　Sazas’sttrea 如ヵ忽 Cultivated　in　IIokkaido　and 　Analytical
Results　of　Saussureae　Radlx

Sample Pr’eparation 　nnethod
Yield　　 Sugar

〔％）　　 （％）

J　　　Drying 　outdoors 〔shady ）　　　 28　days
KDrying 　i］1　green　house （sunny ） 6days
L　　　Soaking　in　hot　water （7〔｝℃、20　min ）

一．− outdoors 　6　days
八J　　　　Drying　by 　hot・air 　（70℃ ）　　　　　72　h

33．1　　　　　17．7
27．3　　　　　　3．8
26．9　　　　　　2．0
27 ．3　 　 　 1．0

Dilute　ethanel ．
SDIUble 　eXLract

　 　 （％）

　 　 36、8
　 　 24．3
　 　 25．〔〕
　 　 ユ9．8

One 　plant　of　S．　 lappa　cultiva しed 　in　Nay 〔〕ro 　for　seven 　yeart　 was 　harvested　iTl　May 　12，1995　and しhe 　lateral

roo τs　were 　subjected 　to　dryiilg．
Loss 〔｝n　drying　of　each 　sarnples 　was 　8 ．4−11．0％．
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　 収 穫 直 後 の 加 熱 乾 燥，縦 二 分 割 は 乾 燥 時 問 が 短 縮 さ れ た

もの の ，糖 お よ び希 エ タ ノ ール エ キ ス 含 景 は 自然 乾 燥 品 よ

り低 い 価 を示 し．た．臨然乾燥 品 の 仕 上 げ に 温 風 （50℃ 以

卜） 乾燥 を適 用 す る こ とは 可能と考 え られ た．北 海 道 の 秋

は 大 候 が 不 順 な．Lに 降 雪 が あ る た め，自然 乾燥 を効．斈 良 く

行 うた め に は秋 掘 よ り 春 掘 の ffが 適
．
当 と考 え られ た ．

　今後香気成分 な ど検討 す べ き 課題 も残 され て い るが ，現

段 階 で は ，春掘根 を適当な 長 さ に 横 切 した 後，臼然乾燥 ま

た は n然乾燥後，温 風 （5D℃ 以 下 ）で 仕．1：げ る 方法 が 適

当と 号えられ た．
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